
（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

基準値は平成２５年度実績。

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023301 重点施策 まちづくり

事務事業名 文化芸術推進事業（文化芸術） 所属名 企画推進部　文化交流課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり
根拠法令、
根拠計画等

鳥取市補助金等交付規則、文
化芸術事業に関する補助金交
付要綱、鳥取市アートスタート活
動支援事業補助金交

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 補助金交付

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

対象
（何を、誰を）

市民及び文化芸術団体

意図
（どのような状態
にするために）

市民が自主的に行う文化芸術活動を支援するとともに、市民が文化芸術を鑑賞し、参加し、創造する環境整備を 
図る。

手段
（どうするのか）

・市民が主体となる地域の個性あふれるイベント事業等の活動支援 
・鳥取を代表する劇団「鳥の劇場」の活動支援 
・伝統芸能保存用具の整備助成 
・国民文化祭への参加助成　　　など

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 文化芸術推進事業補助金 予算事業コード 01-09-04-04-02-11

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①市民文化祭補助 
②鳥の演劇祭補助 
③放哉の会補助 
④伝統芸能保存用具整 
備助成 
⑤国民文化祭参加助成 
ほか

①市民文化祭補助 
②鳥の演劇祭補助 
③放哉の会補助 
④伝統芸能保存用具整 
備助成 
⑤国民文化祭参加助成 
ほか

①市民文化祭補助 
②鳥の演劇祭補助 
③放哉の会補助 
④伝統芸能保存用具整 
備助成 
⑤国民文化祭参加助成 
ほか

①市民文化祭補助 
②鳥の演劇祭補助 
③放哉の会補助 
④伝統芸能保存用具整 
備助成 
⑤国民文化祭参加助成 
ほか

①市民文化祭補助 
②鳥の演劇祭補助 
③放哉の会補助 
④伝統芸能保存用具整 
備助成 
⑤国民文化祭参加助成 
ほか

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①市民文化祭補助 
②鳥の演劇祭補助 
③放哉の会補助 
④伝統芸能保存用具整 
備助成 
⑤国民文化祭参加助成 
ほか 
 
計２４事業に助成

①市民文化祭補助 
②鳥の演劇祭補助 
③放哉の会補助 
④伝統芸能保存用具整 
備助成 
⑤国民文化祭参加助成 
ほか 
 
計２０事業に助成

　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 11,153 9,518 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 32,810 31,475 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 2,101 2,724 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 21,657 21,957 0 0 0

0 0

一般財源 9,052 6,794 0 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 3.00 3.00 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

【KPI】文化芸術事業の鑑賞者数

人
目標 63000 66000 69000 72000 0

実績 58251 53364 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 ■ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】文化芸術係 0857-20-3226 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【予算計上の経過】  
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ４４（企０１９） 
 
【事業の概要】  
　本市の文化芸術振興を図るため、鳥取市文化芸術事業に関する補助金交付要綱に基づき 
、文化団体に助成する。 
 
【事業の成果】  
　文化芸術団体が実施する文化芸術に関する事業に必要な経費の一部を補助することによ 
り、自主的な文化芸術活動の促進を図り、地域に根ざした創造的な文化芸術の振興と心豊 
かな市民生活の形成に寄与した。 
・用瀬町月を愛でる会　　　　120千円　　・用瀬美術展開催　　　　　　　　 45千円 
・市民文化祭開催　　　　　1,800千円　　・放哉の会開催事業　　　　　　　500千円 
・市民音楽祭事業　　        400千円　　・シルエット劇場事業　　　　　1,180千円 
・貝殻節全国大会開催　　    200千円　　・鳥の演劇祭10開催　　　　　　1,000千円 
・大菊花展開催　　　　　　　280千円　　・とっとり手踊り・手笠踊り　　　182千円 
・日本のふるさと音楽祭　　1,600千円　　・吉備真備杯囲碁大会　　　　　　 50千円 
・国民文化祭・なら2017参加（3件）　　　　　412千円 
・アートスタート活動支援事業（4件）　　　　477千円 
・伝統芸能保存用具整備（2件）　　　　　　　364千円　　　　　　　　　　　　など 
 
【今後の課題・方向性】 
　市民が自主的に行う文化芸術活動を支援し、地域に根ざした文化芸術の振興を図るため 
、今後も同水準の事業を継続実施する。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
【KPI】文化芸術事業の鑑賞者数

92% 81%

3
　

2
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

市民が意欲的、自主的に行う文化芸術活動を支援し、地域に根ざした文化芸術の振興を図るものであり、これまで以上に事業を推進する各
文化団体と連携を図り、市民意識の高揚に努める。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

イベント来場者数

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023302 重点施策 該当なし

事務事業名 文化芸術推進事業（地域伝統芸能保存） 所属名 国府町総合支所　国府町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成10年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり
根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 外部委託

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

対象
（何を、誰を）

因幡の傘踊り継承者、市民、観光客 

意図
（どのような状態
にするために）

因幡の傘踊り発祥の地・国府町で町内外の傘踊り団体が傘踊りを披露し、伝統芸能の継承や交流による技術の研 
鑽、保護を促すとともに、観光客誘致にも繋げる。

手段
（どうするのか）

「因幡の傘踊りの祭典」として毎年行う定着したイベントとであり、継続した開催で周知等を図る。

会計区分 　

予算 予算事業名 地域伝統芸能保存事業 予算事業コード 01-09-04-04-02-05

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①因幡の傘踊りの祭典 
開催

①因幡の傘踊りの祭典 
開催

①因幡の傘踊りの祭典 
開催

①因幡の傘踊りの祭典 
開催

①因幡の傘踊りの祭典 
開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①因幡の傘踊りの祭典 
開催（8月20日） 
・傘踊り団体が踊りを 
披露 
・傘踊り体験コーナー 
・特産品販売、出店等 
来場者　約3,500人 
出演者　約180人

①因幡の傘踊りの祭典 
開催（8月19日） 
・傘踊り団体が踊りを 
披露 
・傘踊り体験コーナー 
・特産品販売、出店等 
来場者　約3,200人 
出演者　約180人

　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 820 820 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 8,039 8,139 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 232 277 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 7,219 7,319 0 0 0

0 0

一般財源 588 543 0 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 1.00 1.00 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

来場者数

人
目標 3000 3000 3000 3000 3000

実績 3500 3200 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】国府町総合支所　地域振興課 0857-39-0555 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【予算計上の経過】なし 
 
【事業の概要】 
　共催：国府町因幡の傘踊り保存会、（公財）鳥取市文化財団因幡万葉歴史館 
　時期：８月下旬 
　場所：因幡万葉歴史館（伝承館） 
　　　　○各地の保存会等による「因幡の傘踊り」 
　　　　○地元小・中学生、婦人会その他グループによる傘踊り、手笠踊りの披露 
　　　　○傘踊り体験コーナー 
　　　　○地元団体や有志による特産品の販売、出店 
　　　　○花火 
 
【事業の成果】 
 
　（実績）H27年度　820千円（参加者約3,200人） 
　　　　  H28年度　820千円（参加者約3,500人） 
　        H29年度　820千円（参加者約3,200人） 
　　　　 
 
 
【今後の課題】 
　国府地域の活性化策として、より一層の内容充実を図る。 
　近年、夏の恒例の催しとして定着しつつ、来場者が増加していくなか、会場内の安全確 
保に配慮する。 
 
 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
来場者数

117% 107%

3
　

2
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

会場内の安全確保に配慮するなどし、継続実施する。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023303 重点施策 該当なし

事務事業名 文化芸術推進事業（万葉集朗唱の会） 所属名 国府町総合支所　国府町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成10年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり
根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 補助金交付

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

対象
（何を、誰を）

市民、万葉愛好者

意図
（どのような状態
にするために）

参加者に万葉集に親しんでもらい、万葉文化に触れていただくことで「万葉のふるさと」鳥取市国府町をＰＲす 
ることを目的に定着したイベントとなっており、安定した集客率を図る。

手段
（どうするのか）

当イベントは、参加体験型を取り入れており万葉衣装を着て、万葉歌人・大伴家持が詠んだ歌４７０首余をリレ 
ー方式で朗唱する、観て聴いて楽しむ一方、参加する体験型イベントとして集客を図る。

会計区分 　

予算 予算事業名 万葉集朗唱の会開催費 予算事業コード 01-09-04-04-02-06

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①万葉集朗唱の会開催 
補助

①万葉集朗唱の会開催 
補助

①万葉集朗唱の会開催 
補助

①万葉集朗唱の会開催 
補助

①万葉集朗唱の会開催 
補助

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①万葉集朗唱の会開（ 
10月15日） 
・万葉歌人・大伴家持 
が詠んだ歌470余首を 
リレー方式で朗唱する 
参加体験イベント 
・曲水の宴 
・子どもパレード 
来場者　1,600人 
出演者　190人

①万葉集朗唱の会開（ 
10月15日） 
・万葉歌人・大伴家持 
が詠んだ歌470余首を 
リレー方式で朗唱する 
参加体験イベント 
・曲水の宴 
・子どもパレード 
来場者　1,200人 
出演者 187人

　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 1,900 1,700 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 9,119 9,019 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 54 574 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 7,219 7,319 0 0 0

0 0

一般財源 1,846 1,126 0 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 1.00 1.00 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

来場者数

人
目標 1500 1500 1500 1500 1500

実績 1600 1200 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】国府町総合支所　地域振興課　0857-39-0555 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【予算計上の経過】なし 
 
【事業の概要】 
　共催：万葉集朗唱の会実行委員会 
　時期：１０月中旬 
　場所：因幡万葉歴史館（伝承館） 
　　　　○万葉衣装に身を包み、大伴家持が詠んだ470首からの朗唱（1?3首） 
　　　　○曲水の宴、万葉茶席、万葉食コーナー、地産地消コーナーなど 
【事業の成果】 
　○事業実績　H27年度　1,900千円（参加者約1,400人） 
　　　        H28年度  1,900千円（参加者約1,600人） 
              H29年度  1,700千円（参加者約1,200人）  
 
 
【今後の課題・方向性】 
　国府地域の活性化策として、より一層の内容充実を図る。 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
来場者数

107% 80%

3
　

2
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
イベント当日が悪天候のため、子どもパレードが中止されたことが、参加者
の出足に影響したものと思われる。

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

事業アンケートの結果では、満足度の高い事業であり、継続して実施していく。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

短歌応募者数は、第15回(平成21年度）の数値を基礎とした。

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023304 重点施策 該当なし

事務事業名 文化芸術推進事業（万葉フェスティバル） 所属名 国府町総合支所　国府町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成 6年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり
根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 外部委託

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

対象
（何を、誰を）

短歌愛好者、市民

意図
（どのような状態
にするために）

　万葉集終焉の地・因幡の鳥取を全国に情報発信し、万葉文化を愛する全国の人々と大伴家持を顕彰すると共に 
、鳥取市の文化・観光の振興を図ることを目的とする。

手段
（どうするのか）

新聞社委託により、全国に短歌募集。万葉集朗唱の会イベント同時開催により相乗効果で万葉の魅力をアピール 
。また、特産品販売等でも集客を図る。

会計区分 　

予算 予算事業名 万葉フェスティバル開催事業費 予算事業コード 01-09-04-04-02-13

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①万葉フェスティバル 
の開催 
・「大伴家持大賞」と 
銘打ち全国から作品募 
集 
・記念対談の開催

①万葉フェスティバル 
開催 
・地元新聞社、万葉集 
朗唱の会実行委員会と 
共催でマスコミを通じ 
て全国から短歌作品を 
募集、審査、表彰 
・講演会の開催 
・ワークショップの開 
催

①万葉フェスティバル 
開催 
・地元新聞社、万葉集 
朗唱の会実行委員会と 
共催でマスコミを通じ 
て全国から短歌作品を 
募集、審査、表彰 
・講演会の開催 
・ワークショップの開 
催

①万葉フェスティバル 
開催 
・地元新聞社、万葉集 
朗唱の会実行委員会と 
共催でマスコミを通じ 
て全国から短歌作品を 
募集、審査、表彰 
・講演会の開催 
・ワークショップの開 
催

地元新聞社、万葉集朗 
唱の会実行委員会と共 
催マスコミを通じて広 
く全国から短歌(一般 
、児童生徒)作品を募 
集。審査後、各部門の 
入選作品、受賞者を発 
表し表彰式を開催。同 
日に講演会、ワークシ 
ョップなどを開催。内

容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①万葉フェスティバル 
開催 
・全国から大伴家持大 
賞短歌(一般、児童生 
徒)作品を募集・表彰 
・歌人の小島氏とＮＨ 
Ｋ短歌選者の伊藤氏と 
記念対談を開催

①万葉フェスティバル 
開催 
・全国から大伴家持大 
賞短歌(一般、児童生 
徒)作品を募集・表彰 
・歌人の穗村弘氏によ 
る短歌講座を開催

　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 3,400 3,400 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 10,619 10,719 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 962 1,149 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 7,219 7,319 0 0 0

0 0

一般財源 2,438 2,251 0 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 1.00 1.00 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

応募数

首
目標 2500 2500 2500 2500 2500

実績 3639 3990 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

■ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】国府町総合支所 地域振興課 0857-39-0555 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【予算計上の経過】 
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２６０（支所００３） 
 
【事業の概要】 
  国府地域では、万葉集を編纂した大伴家持が万葉集 後を飾る歌を詠んだ地であること 
にちなみ「万葉のふるさと」としてまちづくりを進めてきた。 
　「大伴家持大賞短歌募集事業」は、因幡万葉歴史館開館の平成６年から始まり、短歌愛 
好家の間では全国的に周知されるところとなった。 
　平成２１年、万葉集終焉から１２５０年を記念した「全国万葉フェスティバルin鳥取」 
の開催を契機に、「大伴家持大賞短歌募集事業」と「全国万葉フェスティバルin鳥取」の 
一部事業を統合し、万葉故地であること、万葉のふるさと因幡の鳥取市を広く情報発信す 
るため「全国万葉フェスティバルin鳥取」として実施している。 
 
〔実施内容〕共催：新日本海新聞社 
　          期日：平成２９年１０月１５日（日） 
　　　　　　場所：国府町コミュニティセンター 
　　　　　 ○短歌募集を行い大伴家持大賞として選考会・審査発表会・表彰式を実施。 
　　　　   ○歌人の穂村弘氏による短歌講座を開催。 
 
【事業の成果】 
　　○事業実績　H27年度　3,400千円　応募数2,343首 
　　　　　　    H28年度　3,400千円　応募数3,639首 
                H29年度　3,400千円　応募数3,990首 
 
【今後の課題・方向性】 
　国府地域の活性化策として、より一層の内容充実を図る。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
応募数

146% 160%

3
　

2
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
イベントについての全国的な認知度が高まってきた、と評価できる。

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

恒例イベントとして、継続して実施していく。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023305 重点施策 該当なし

事務事業名 文化芸術推進事業（こくふまつり） 所属名 国府町総合支所　国府町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 昭和44年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり
根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 補助金交付

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

対象
（何を、誰を）

市民

意図
（どのような状態
にするために）

国府地域の文化芸術活動の活性化と、豊かな地域文化の向上、地域、市民の連帯及びふれあいを推進する。

手段
（どうするのか）

子どもまつり、映画会、地区公民館活動発表会（芸能フェスティバル）などを同時開催する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 こくふまつり開催費（国府町地域振興課） 予算事業コード 01-09-04-04-04-05

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①オープニングセレモ 
ニー 
②芸能発表会 
③映画会 
④こどもまつり 
⑤バザー、出店等 
⑥健康づくりコーナー 
⑦行政相談コーナー 
⑧小型家電回収コーナ 
ー

①オープニングセレモ 
ニー 
②芸能発表会 
③映画会 
④こどもまつり 
⑤バザー、出店等 
⑥健康づくりコーナー 
⑦行政相談コーナー 

①オープニングセレモ 
ニー 
②芸能発表会 
③映画会 
④こどもまつり 
⑤バザー、出店等 
⑥健康づくりコーナー 
⑦行政相談コーナー 

①オープニングセレモ 
ニー 
②芸能発表会 
③映画会 
④こどもまつり 
⑤バザー、出店等 
⑥健康づくりコーナー 
⑦行政相談コーナー 

①オープニングセレモ 
ニー 
②芸能発表会 
③映画会 
④こどもまつり 
⑤バザー、出店等 
⑥健康づくりコーナー 
⑦行政相談コーナー 

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①オープニングセレモ 
ニー 
②芸能発表会 
③映画会 
④こどもまつり 
⑤バザー、出店等 
⑥健康づくりコーナー 
⑦行政相談コーナー 
⑧小型家電回収コーナ 
ー

①オープニングセレモ 
ニー 
②芸能発表会 
③映画会 
④こどもまつり 
⑤バザー、出店等 
⑥健康づくりコーナー 
⑦行政相談コーナー 

　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 1,750 1,750 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 8,969 9,069 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 495 591 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 7,219 7,319 0 0 0

0 0

一般財源 1,255 1,159 0 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 1.00 1.00 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

参加者数

人
目標 3000 3000 3000 3000 3000

実績 2400 4200 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

■ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】国府町総合支所　地域振興課 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【予算計上の経過】なし 
 
【事業の概要】 
　主催：万葉のふる里こくふまつり実行委員会 
　時期：１１月上旬 
　場所：国府町コミュニティセンター周辺 
　　　　○オープニングセレモニー 
　　　　○芸能発表会 
　　　　○上映会 
　　　　○こどもまつり 
　　　　○地域の特産物バザー 
 
【事業の成果】 
　○事業実績　H27年度　1,750千円（参加人数3,100人） 
　　　　　　  H28年度　1,750千円（参加人数2,400人） 
              H29年度　1,750千円（参加人数4,200人） 
 
【今後の課題】 
　国府地域の活性化策として、より一層の内容充実を図る。 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
参加者数

80% 140%

3
　

2
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
当日は晴天に恵まれ、雨天となった前年度よりも参加者が増加したものと思
われる。

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

参加団体も例年意欲的に取り組んでおり、参加者の満足度も高い事業であり、継続して実施したい。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023306 重点施策 該当なし

事務事業名 文化芸術推進事業（河原町文化振興） 所属名 河原町総合支所　河原町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成28年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり
根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 補助金交付

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

対象
（何を、誰を）

地域住民、地域

意図
（どのような状態
にするために）

文化芸術に触れ、地域文化の向上、発展

手段
（どうするのか）

山陰新協美術展河原展、町民合唱団定期演奏会開催経費を助成する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 文化振興費（河原町地域振興課） 予算事業コード 01-09-04-04-02-02

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①山陰新協河原展の開 
催 
②町民合唱団定期演奏 
会の開催

①山陰新協河原展の開 
催 
②町民合唱団定期演奏 
会の開催

①山陰新協河原展の開 
催 
②町民合唱団定期演奏 
会の開催

①山陰新協河原展の開 
催 
②町民合唱団定期演奏 
会の開催

①山陰新協河原展の開 
催 
②町民合唱団定期演奏 
会の開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①山陰新協河原展　　 
　７月８日～１２日開 
催 
 
②町民合唱団定期演奏 
会　　　　　　　　　 
　１２月１１日開催

①山陰新協河原展　　 
　７月１１日～１６日 
開催 
 
②町民合唱団定期演奏 
会　　　　　　　　　 
　１２月１０日開催

　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 295 295 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 18,733 18,893 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 84 100 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 18,438 18,598 0 0 0

0 0

一般財源 211 195 0 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 2.00 2.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 2.00 2.00 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

美術展河原展

人
目標 600 600 600 600 600

実績 617 488 0 0 0

150 150

実績 160 155 0 0 0

（指標の説明）
定期演奏会

人
目標 150

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

150 150

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】河原町総合支所　地域振興課0858-76-3111 
【10次総の施策体系】 3301 
 
【予算計上の経過】なし 
　 
【事業の概要】 
　山陰新協美術展河原展は山陰新協美術会所属作家の絵画等大作を展示し、身近に美術鑑 
賞の機会を市民に提供するものである。毎年７月に河原町コミュニティーセンターで開催 
している。 
　合唱団定期演奏会は混声合唱団による定期演奏会を開催し、市民へ合唱鑑賞の機会を提 
供するものであり、当事業はこれを支援するものである。 
　補助金名　　鳥取市文化芸術事業補助金 
　補助対象者　鳥取市河原町文化協会 
 
【事業の成果】 
　　　　　　　　　　　　　　　　　２７年度　　　２８年度　　２９年度 
　新協美術展河原展来場者　　　　　７１０名　　　６１０名　　４８８名 
　合唱団定期演奏会来場者　　　　　２１０名　　　１６０名　　１５５名 
 
【今後の課題・方向性】 
　今後もより一層充実を図る。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
美術展河原展

103% 81%

3
　

2
定期演奏会

107% 103%

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

今後もより一層充実を図る。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

　

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023308 重点施策 該当なし

事務事業名 文化芸術推進事業（用瀬町町民音楽祭） 所属名 用瀬町総合支所　用瀬町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 昭和62年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり
根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 外部委託

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

対象
（何を、誰を）

広く一般市民

意図
（どのような状態
にするために）

３月３日ひな祭りの日にちなみ、童謡・唱歌を歌うことでふるさと用瀬のよさを再認識する。

手段
（どうするのか）

「流しびなの館で童謡を歌う会実行委員会」に業務委託し、流しびなの館で、用瀬町の音楽団体・園児・小学生 
及び広く一般市民が一堂に会して童謡を歌う会を開催する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 町民音楽祭開催費（用瀬町地域振興課） 予算事業コード 01-09-04-04-04-02

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①3月3日の春を告げる 
恒例事業として、流し 
びなの館において、各 
種音楽団体、園児、児 
童とともに童謡・唱歌 
を歌い、ふるさと用瀬 
のよさを再認識する行 
事とする。

①3月3日の春を告げる 
恒例事業として、流し 
びなの館において、各 
種音楽団体、園児、児 
童とともに童謡・唱歌 
を歌い、ふるさと用瀬 
のよさを再認識する行 
事とする。

①3月3日の春を告げる 
恒例事業として、流し 
びなの館において、各 
種音楽団体、園児、児 
童とともに童謡・唱歌 
を歌い、ふるさと用瀬 
のよさを再認識する行 
事とする。

①3月3日の春を告げる 
恒例事業として、流し 
びなの館において、各 
種音楽団体、園児、児 
童とともに童謡・唱歌 
を歌い、ふるさと用瀬 
のよさを再認識する行 
事とする。

①3月3日の春を告げる 
恒例事業として、流し 
びなの館において、各 
種音楽団体、園児、児 
童とともに童謡・唱歌 
を歌い、ふるさと用瀬 
のよさを再認識する行 
事とする。

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①実行委員会に業務委 
託し、3月3日「流しび 
なの館で童謡を歌う会 
」を開催。 
参加者250人。

①実行委員会に業務委 
託し、3月3日「流しび 
なの館で童謡を歌う会 
」を開催。 
参加者300人。

　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 100 100 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 244 246 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 28 34 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 144 146 0 0 0

0 0

一般財源 72 66 0 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.02 0.02 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

参加者（集客数）

人
目標 250 250 250 250 250

実績 250 300 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

■ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】用瀬町総合支所地域振興課　0858-87-2111 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【予算計上の経過】  
 予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２６７（支所０１７） 
 
【事業の概要】  
用瀬町の３月３日の恒例行事として、用瀬町内等の音楽団体・園児及び小学生が一堂に会 
し童謡を歌うもので、平成２９年度は第３０回を数え、用瀬町の春を告げる行事として定 
着している。 
　 
【事業の成果】  
参加団体　６音楽団体、３保育園、小学校１校 
開催日　平成３０年３月３日 
参加者　３００人 
　過去の実績　Ｈ２７年度　参加者２００人 
　　　　　　　Ｈ２８年度　参加者２５０人 
 
【今後の課題・方向性】 
地域に定着した行事として、今後も継続する。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
参加者（集客数）

100% 120%

3
　

2
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

３０年記念大会で土曜日開催となったため、参加者数が増加した。
地域に定着した恒例行事として広く周知されていることも評価でき、ふるさと用瀬を再認識するよい機会として定着しており、今後も継続
していきたい。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

佐治谷ばなしの伝承活動と保存団体への支援

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023309 重点施策 該当なし

事務事業名 文化芸術推進事業（佐治町文化振興） 所属名 佐治町総合支所　佐治町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成17年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり
根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 補助金交付

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

対象
（何を、誰を）

地域住民

意図
（どのような状態
にするために）

佐治町の民俗芸能、伝統芸能等を保存し、伝承する。

手段
（どうするのか）

伝統芸芸能等に係る印刷物や映像などの作成、小中学生の総合学習や各地区公民館への伝承活動、保存団体など 
への研修会等を行う。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 文化振興費（佐治町地域振興課） 予算事業コード 01-09-04-04-02-03

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①佐治谷ばなしの保存 
、伝承活動の支援

①佐治谷ばなしの保存 
、伝承活動の支援

①佐治谷ばなしの保存 
、伝承活動の支援

①佐治谷ばなしの保存 
、伝承活動の支援

①佐治谷ばなしの保存 
、伝承活動の支援

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①佐治谷ばなしの保存 
、伝承。 
・民族行事 
・他団体交流

①佐治谷ばなしの保存 
、伝承。 
・民族行事 
・他団体交流

　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 25 25 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 747 757 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 7 8 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 722 732 0 0 0

0 0

一般財源 18 17 0 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.10 0.10 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

補助金額

千円
目標 25 25 25 25 25

実績 25 25 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】地域振興課 0858-88-0211 
 
【１０次総の施策体系】3202 
 
【予算計上の経過】  
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７０（支所０２４） 
 
【事業の概要】 
　佐治地域の宝である「佐治谷話」を保存伝承するため、佐治民話会が行う佐治谷ばなし 
紙芝居や本の作成、小中学生への伝承活動、各地区公民館への普及活動などの事業を支援 
する。 
　指定文化財（さじ谷話）保存伝承事業補助金　25,000円 
 
【事業の成果】 
　平成27年度　　25千円 
　平成28年度　　25千円 
　平成29年度　　25千円 
 
【今後の課題・方向性】 
　地域資源としての佐治谷話の保存伝承活動に対し、より積極的に支援していく必要があ 
る。 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
補助金額

100% 100%

3
　

2
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

佐治地域の宝である「佐治谷話」は市無形文化財に指定されており、今後、県指定を目指すなど更なる発展へ向けての活動が必要である。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

ミュージカルを見に来ていただく集客数

ミュージカルの出演者・協力者の増加

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023310 重点施策 該当なし

事務事業名 文化芸術推進事業（鹿野町町民音楽祭） 所属名 鹿野町総合支所　鹿野町総合支所地域振興課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成28年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり
根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 補助金交付

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

対象
（何を、誰を）

一般市民を対象にミュージカルの制作・上演を行う鹿野町民音楽祭実行委員会に対して補助金を交付する。

意図
（どのような状態
にするために）

鳥取市民になじみの深い市有施設を会場に、多数の市民が演劇・楽器演奏・合唱・美術等の各分野で連携・交流 
をしながら一つのミュージカル作品を制作する活動を通じて、鳥取市における今後の舞台芸術振興のあり方及び 
各文化施設のさらなる連携・活用方針を模索するとともに、舞台芸術活動による市民の一体感の醸成並びに市民 
手づくりによる新たな地域文化の創造に繋げる。

手段
（どうするのか）

出演者及びスタッフを幅広く募集し、子どもから大人まで幅広い住民参加により、鹿野町地域の伝説をテーマに 
したミュージカルの制作・上演を行う実行委員会を支援する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 町民音楽祭開催費（鹿野町地域振興課） 予算事業コード 01-09-04-04-04-03

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①ミュージカルの開催 ①ミュージカルの開催 ①ミュージカルの開催 ①ミュージカルの開催 ①ミュージカルの開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①第３０回目の開催と 
なる町民ミュージカル 
は２月５日に鳥取市民 
会館にて「鹿野に祭り 
が蘇る日」公演。スタ 
ッフ１４０人、入場者 
５０２人

①第３１回目の開催と 
なる町民ミュージカル 
は８月２７日に鳥取市 
民会館にて「鹿野の蒼 
白い夜」公演。スタッ 
フ１３１人、入場者５ 
２８人

　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 3,200 3,200 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 3,272 3,273 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 1,590 2,383 0

人件費　Ｂ 72 73 0 0 0

0 0

一般財源 1,610 817 0 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 0.01 0.01 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

集客数の増加

人
目標 500 500 500 0 0

実績 502 528 0 0 0

0 0

実績 140 131 0 0 0

（指標の説明）
ミュージカルの出演者・協力者数

人
目標 130

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

130 130

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

■ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】鹿野町総合支所　地域振興課　（0857-84-2011） 
 
【第１０次総の施策体系】3301 
 
【予算計上の経過】 
予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ２７５（支所０３３） 
 
【事業の概要】 
　[上演演目]　第３１回鹿野ふるさとミュージカル「鹿野の蒼白い夜」 
　[上演期日]　平成２９年８月２７日 
　[上演場所]　鳥取市民会館 
　[事業主体]　鹿野町民音楽祭実行委員会 
　[総事業費]　４，１４６千円 
 
【事業の成果】 
　地域住民、ボランティアをはじめ公募による出演者など市民の参画を得ながら企画・制 
作・運営が行われた。プロとアマチュアが協働して創り上げる鳥取スタイルの市民ミュー 
ジカルとして高い評価を得ており、住民の自信につながっている。 
　市民の文化活動の機会を支援することで、多世代間交流の促進、地域の文化振興及び地 
域の活性化が図られた。 
Ｈ２７年度　３，２００千円　　５２０人（１回公演：鳥取市民会館） 
Ｈ２８年度　３，２００千円　　５０２人（１回公演：鳥取市民会館） 
Ｈ２９年度　３，２００千円　　５２８人（１回公演：鳥取市民会館） 
 
【今後の課題・方向性】 
　地域人材ネットワークの活用拡充による実施体制の充実を含め、より効率的な運営方法 
や全市的な取り組みとなるよう 善の方法を検討していく。併せて上演する時期も検討し 
ていく。 

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
集客数の増加

100% 106%

3
　

2
ミュージカルの出演者・協力者数

108% 101%

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
目標を上回る集客者数、出演者及び協力者を得ることができた。

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
計画どおり補助金を交付し上演することができた。

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

効率的な運営方法の検討や自主財源の確保の検討が必要であるが、多世代間の住民交流の促進や文化芸術の振興及び地域を支える人材育成
への貢献を勘案すれば、支援は必要である。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

文化賞の受賞者

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023400 重点施策 該当なし

事務事業名 文化賞関係事業 所属名 企画推進部　文化交流課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり
根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(義務)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 直営

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

対象
（何を、誰を）

市民・文化団体

意図
（どのような状態
にするために）

市民が鳥取の文化芸術に理解を深め、愛着や誇りを持って、鳥取らしい伝統文化を時代に保存・継承できる環境 
づくりや後継者の育成を目指す。

手段
（どうするのか）

本市の芸術・文化の振興に顕著な業績をあげた個人または団体に対し文化賞を贈り、これを顕彰する。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 文化賞関係経費 予算事業コード 01-09-04-04-01-01

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①鳥取市文化賞贈呈式 
の開催

①鳥取市文化賞贈呈式 
の開催

①鳥取市文化賞贈呈式 
の開催

①鳥取市文化賞贈呈式 
の開催

①鳥取市文化賞贈呈式 
の開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①鳥取市文化賞贈呈式 
・文化賞 
　３名 
・文化賞特別功績賞 
　該当なし

①鳥取市文化賞贈呈式 
・文化賞 
　３名 
・文化賞特別功績賞 
　該当なし

　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 435 438 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 7,654 7,757 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 123 149 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 7,219 7,319 0 0 0

0 0

一般財源 312 289 0 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 1.00 1.00 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

授与者数

人
目標 3 3 3 3 3

実績 3 3 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】文化芸術係 0857-20-3226 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【予算計上の経過】  
  当初予算 
 
【事業の概要】  
　本市の芸術・文化の振興に顕著な業績をあげた個人または団体に対し文化賞を贈り、こ 
れを顕彰する。 
 
【事業の成果】  
　第４２回鳥取市文化賞贈呈式 
　　開催日　平成２９年１１月３日 
　　場　所　仁風閣 
　　受賞者　３名　 
　　　≪文化賞≫　佐分利育代（さぶりいくよ）氏／舞踊 
　　　　　　　　　山下　　健（やましたたけし）氏／染織 
　　　　　　　　　森田しのぶ（もりたしのぶ）氏／洋画 
　　　≪文化賞特別功績賞≫　該当なし 
 
【今後の課題・方向性】 
　鳥取市の文化芸術の振興のために、ご尽力いただいた方（団体）に対し、敬意と感謝を 
表するとともに、顕彰することで、より一層の活動を行っていただいている。文化活動実 
践者にとって市の 高の栄誉となる賞として定着しており、今後も継続実施していく。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
授与者数

100% 100%

3
　

2
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

鳥取市の文化芸術の振興のために、ご尽力いただいた方（団体）に対し、敬意と感謝を表するとともに、顕彰することで、より一層の活動
を行っていただいている。文化活動実践者にとって市の 高の栄誉となる賞として定着しており、今後も継続実施していく。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

実施を行う学校数

講座の延べ実施回数

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023500 重点施策 該当なし

事務事業名 子どもの文化芸術活動推進事業 所属名 企画推進部　文化交流課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 平成17年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり
根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 外部委託

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

対象
（何を、誰を）

小学生

意図
（どのような状態
にするために）

学校教育では取り組みが難しい芸術活動を体験する機会を提供し、子どもたちの芸術的な感性の素養育成を図る 
。

手段
（どうするのか）

鳥取市文化団体協議会に委託し、地域の文化活動者を指導者として学校に派遣して、子どもたちに芸術文化の指 
導を行う。また、子どもたちが創作した作品を作品展として発表し、文化芸術による自己表現の楽しさを伝える 
。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 芸術の出前講座事業 予算事業コード 01-09-04-04-02-09

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①実施校数：5校 
②実施講座数：延75回

①実施校数：5校 
②実施講座数：延75回

①実施校数：5校 
②実施講座数：延75回

①実施校数：5校 
②実施講座数：延75回

①実施校数：5校 
②実施講座数：延75回

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①実施校数：5校（賀 
露、末恒、佐治、若葉 
台、醇風） 
②実施講座数：延80回 

①実施校数：5校（久 
松、佐治、美和、日進 
、賀露） 
②実施講座数：延73回 

　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 500 500 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 7,719 7,819 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 141 169 0 0

その他 0 0 0

人件費　Ｂ 7,219 7,319 0 0 0

0 0

一般財源 359 331 0 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 1.00 1.00 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

実施校数

校
目標 5 5 5 5 5

実績 5 5 0 0 0

0 0

実績 80 73 0 0 0

（指標の説明）
実施講座数

回
目標 75

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

75 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

■ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】文化芸術係 0857-20-3226 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【予算計上の経過】 
　当初予算 
 
【事業の概要】 
　学校教育では取り組みが難しい芸術活動を体験する機会を提供し、子どもたちに芸術的 
な感性の素養育成を図る。豊富な人材を有する鳥取市文化団体協議会に委託し、地域の文 
化活動者を指導者として学校に派遣して、子どもたちに芸術文化の指導を行うとともに、 
子どもたちが創作した作品を作品展として発表し、文化芸術による自己表現の楽しさを伝 
える。 
 
【事業の成果】 
　平成２７年度　　事業実施校数　４校　　　実施講座数　７６回 
　平成２８年度　　事業実施校数　５校　　　実施講座数　８０回 
　平成２９年度　　事業実施校数　５校　　　実施講座数　７３回 
 
【今後の課題・方向性】 
　当該事業は、次世代の芸術的素養を育む非常に教育効果の高い事業ではあるが、より積 
極的な事業活用を学校に促すために、学校教育の現状やニーズを把握し、事業内容等の検 
討を行っていく必要がある。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
実施校数

100% 100%

3
　

2
実施講座数

107% 97%

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

本事業は次世代の芸術的素養を育む非常に教育効果の高い事業であるが、事業の積極的な活用を促すために、学校教育の現状やニーズ等を
把握しながら、事業内容等の検討を行っていく必要がある。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）



（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

市民美術展の延べ鑑賞者数

アンケート中の「内容に満足されましたか」に「とてもよかった」「よかった」と回答した者の割合

　

0

（指標の説明）

70 70

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
アンケート中の「とてもよかった」「よかった」と回答した
者の割合 ％

目標 70

3

　

　
目標 0

0 0 0

70 70

実績 85 78 0 0 0

※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

鑑賞者数

人
目標 3000 3000 3000 3000 3000

実績 3101 1998

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 1.00 1.00 0.00

臨時職員 1.00 1.00 0.00 0.00 0.00

人件費　Ｂ 9,469 9,591 0 0 0

0 0

一般財源 2,153 4,243 0 0 0

0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 849 2,165 0 0

その他 0 0 0

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 3,002 6,408 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 12,471 15,999 0 0 0

0

地方債 0 0

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①本展８部門（日本画 
・洋画・書道・デザイ 
ン・写真・彫刻・工芸 
・版画）の開催 
②企画展の開催

①本展８部門（日本画 
・洋画・書道・デザイ 
ン・写真・彫刻・工芸 
・版画）の開催 
②企画展の開催

本展９部門（日本画・ 
洋画・書道・デザイン 
・写真・彫刻・工芸・ 
版画・企画）の開催

本展９部門（日本画・ 
洋画・書道・デザイン 
・写真・彫刻・工芸・ 
版画・企画）の開催

本展９部門（日本画・ 
洋画・書道・デザイン 
・写真・彫刻・工芸・ 
版画・企画）の開催

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①会期：平成２８年１ 
１月２８日～１２月４ 
日 
会場：鳥取県立博物館 
②会期：同上 
会場：ギャラリーそら

①会期：平成２９年１ 
１月１２日～１９日 
会場：鳥取市教育セン 
ター体育館 
②会期：同上 
会場：同上

　 　 　

対象
（何を、誰を）

本市在住または勤務者及び県東部在住者（中学生以上）

意図
（どのような状態
にするために）

幅広い市民の創作意欲の啓発を促し、よりすぐれた作品を展示することにより、鑑賞の場を提供する。市民芸術 
のレベル向上、活性化並びに芸術文化活動参加者の拡大に寄与し、本市の文化発展に資する。

手段
（どうするのか）

運営・実施・審査にあたっては、専門的知識を要するため、各美術部門の代表的作家で組織する「鳥取市民美術 
展運営委員会」に事業委託を行う。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 市民美術展開催費 予算事業コード 01-09-04-04-03-01

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

根拠法令、
根拠計画等

　

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 ソフト(任意)

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 外部委託

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023600 重点施策 該当なし

事務事業名 市民美術展開催事業 所属名 企画推進部　文化交流課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 昭和37年度　～　全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

□ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

■ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

■ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

□ ３．現状維持 ■ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

今後も市民にとって親しみやすい展示を目指すとともに、芸術文化活動の裾野を広げる事業として内容を検討する。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
開催場所を従来の県立博物館から市教育センター体育館に会場を変更し
たため、来場者数の減少等につながった。

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

2
アンケート中の「とてもよかった」「よかった」と回答した者の割合

121% 111%

3
　

67%

事務事業の実施概要

【問合せ先】文化芸術係 0857-20-3226 
 
【１０次総の施策体系】3301 
 
【予算計上の経過】  
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ４４（企０２０） 
　　　　　　　　　　　６月補正予算・Ｐ５（企００３） 
 
【事業の概要】  
　鳥取市民美術展は、幅広い市民の創作意欲の啓発を促し、よりすぐれた作品を展示する 
ことにより、鑑賞の場を提供することを目的としている。その運営・実施・審査にあたっ 
ては、専門的知識を要するため、各美術部門の代表的作家で組織する「鳥取市民美術展運 
営委員会」に事業委託を行う。これにより、事業の円滑な実施と市民芸術のレベル向上、 
活性化並びに芸術文化活動参加者の拡大に寄与し、本市の文化発展に資する。 
 
【事業の成果】  
　平成２７年度　会　　期　　平成２８年２月７日～１４日　 
　　　　　　　　鑑賞者数　　３，７０５人（会場：鳥取県立博物館、ギャラリーそら） 
　平成２８年度　会　　期　　平成２８年１１月２８日～１２月４日 
　　　　　　　　鑑賞者数　　３，１０１人（会場：鳥取県立博物館、ギャラリーそら） 
　平成２９年度　会　　期　　平成２９年１１月１２日～１９日 
　　　　　　　　鑑賞者数　　１，９９８人（会場：鳥取市教育センター） 
 
【今後の課題・方向性】 
　市民にとって親しみやすく、また芸術文化活動の裾野を広げる事業として内容を検討し 
ていく。平成30年度以降の開催は、毎年6月前後に鳥取県立博物館において開催すること 
を県教育委員会と調整済。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
鑑賞者数

103%



（おもて）

平成29年度 第１０次鳥取市総合計画

１．基本情報

２．事業目的　【ＰＬＡＮ】

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】 ※年度別の取り組みを簡潔に記入

４．資源を投入することで実施した活動の大きさを表す指標　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】

わらべ館入館者数

　

　

事務事業評価シート
事務事業ｺｰﾄﾞ 023700 重点施策 該当なし

事務事業名 鳥取世界おもちゃ館施設管理事業 所属名 企画推進部　文化交流課

総
合
計
画
の

位
置
づ
け

体系区分 コード 名　称 事業区分名称 区分

まちづくりの目標 30 地域に活気があるまち 事業期間 全期

政策 03 魅力ある鳥取文化づくり
根拠法令、
根拠計画等

鳥取世界おもちゃ館の設置及び
管理に関する条例

施策 3301 文化芸術の振興

事業分類区分 施設管理

市内文化活動団体への加入団体数 226団体 235団体 運営方法 指定管理

施
策
の

目
標

目標の種別 平成28年度 平成32年度

主な文化施設への入込数 220,000人 237,000人

　 0 0

対象
（何を、誰を）

平成１８年度から公益財団法人鳥取童謡おもちゃ館を指定管理者として、管理運営をしている。これにより、多 
様化する市民の文化に対する要望・要求に対応することができ、童謡・おもちゃをテーマとした特色ある鳥取の 
地域文化を理解するための施設として、適切な運営管理を目指す。

意図
（どのような状態
にするために）

おもちゃを通じて、大人から子どもまで世代を越えた交流と未来を担う子どもたちの創造の場を提供することに 
より、地域文化の振興に資するため

手段
（どうするのか）

指定管理者と行政が一体となって、利用者ニーズの適正な把握に基づき、効果的、効率的な施設管理運営により 
、経費を抑えながら 大のサービス提供を行う。

会計区分 一般会計

予算 予算事業名 鳥取世界おもちゃ館施設管理費 予算事業コード 01-02-01-07-08-01

平成31年度 平成32年度

年度別計画

①わらべ館の運営 
（指定管理者：鳥取童 
謡おもちゃ館） 
 
※指定管理期間中（H2 
6～H31）の入館者数を 
60万人　単年度12万人 
の入館者数を目指す。

①わらべ館の運営 
（指定管理者：鳥取童 
謡おもちゃ館） 
 
※指定管理期間中（H2 
6～H31）の入館者数を 
60万人　単年度12万人 
の入館者数を目指す。

①わらべ館の運営 
（指定管理者：鳥取童 
謡おもちゃ館） 
 
※指定管理期間中（H2 
6～H31）の入館者数を 
60万人　単年度12万人 
の入館者数を目指す。

①わらべ館の運営 
（指定管理者による管 
理） 
 
単年度12万人の入館者 
数を目指す。

①わらべ館の運営 
（指定管理者による管 
理） 
 
単年度12万人の入館者 
数を目指す。

内
容

平成28年度 平成29年度 平成30年度

年度別実績

①わらべ館の運営 
（指定管理者：鳥取童 
謡おもちゃ館） 
 
入館者数が132,494人 
となり、単年度の目標 
を達成した。

①わらべ館の運営 
（指定管理者：鳥取童 
謡おもちゃ館） 
 
入館者数が124,080人 
となり、単年度の目標 
を達成した。

　 　 　

事
業
費

区分 決算額（千円） 決算額（千円） 予算額（千円） 計画額（千円） 計画額（千円）

直接経費　Ａ 80,936 89,132 0 0 0

事業費（Ａ＋Ｂ） 88,155 96,451 0 0 0

0

地方債 0 0 0 0 0直接経
費の財
源内訳

国・県 0 0 0 0

その他 10,030 8,987 0

人件費　Ｂ 7,219 7,319 0 0 0

0 0

一般財源 70,906 80,145 0 0 0

0.00 0.00

嘱託職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
職員数の

内訳

正規職員 1.00 1.00 0.00

臨時職員 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00
※人件費は鳥取市職員の給与平均額を基にした概算です。

指標名 単位 区分 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

活
動
指
標

1

指定管理者事業計画

人
目標 120000 120000 120000 120000 120000

実績 132494 124080 0 0 0

0 0

実績 0 0 0 0 0

（指標の説明）
　

　
目標 0

3

　

　
目標 0 0

（指標の説明）

0 0

2

（指標の説明）

0 0 0

実績 0 0 0 0 0



（うら）

５．平成29年度の事務事業実施概要　【ＤＯ】 ※前年度の取り組みを具体的に記入（予算事務事業の事業概要と連動）

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】

７．評価　【ＣＨＥＣＫ】

□ １．計画を上回る

■ ２．計画どおり

□ ３．事業未完了

□

□ １．目標を大幅に上回る

■ ２．目標を上回る

□ ３．概ね目標どおり

□ ４．目標を下回る

□ ５．目標を大幅に下回る

８．事業の成果を踏まえた今後の方向性　【ＡＣＴＩＯＮ】

□ １．拡充 □ １－１ 意図的に拡充 □ ４－１ 意図的に縮小

□ ２．改善継続 □ １－２ 制度的に自然増加 □ ４－２ 制度的に自然減少

■ ３．現状維持 □ ２－１ 手段等の改善 □ ５－１ 臨年実施等、意図的に休止

□ ４．縮小 □ ２－２ 効率化、簡素化 □ ５－２ 意図的に廃止

□ ５．休止、廃止、終了 □ ２－３ 他事業との統合 □ ５－３ 制度的に終了

事務事業の実施概要

【問合せ先】文化芸術係 0857-20-3226 
【１０次総の施策体系】3301 
【予算計上の経過】  
　予算事業別概要目次：当初予算・Ｐ４２（企０１５）  
【事業の概要】  
　平成１８年度より公益財団法人鳥取童謡・おもちゃ館を指定管理者として管理運営して 
いる。これにより、多様化する市民の文化に対する要求にこたえることができ、童謡・お 
もちゃをテーマとした特色ある地域文化に資する施設として適切な管理を目指す。 
【事業の成果】  
　◆鳥取世界おもちゃ館の管理運営業務 
　　平成２７年度　入館者数　１３２，４２０人 
　　平成２８年度　入館者数　１３２，４９４人 
　　平成２９年度　入館者数　１２４，０８０人 
　◆修繕工事等委託（共同出資者の鳥取県に委託し、鳥取市は１／２の額を負担） 
　　平成２７年度　事務所系統空調設備改修、煙感知器取替、１階窓改修、硝子破損点検 
　　　　　　　　　足場設営、カーテンウォール硝子取替、中央監視装置更新 
　　　　　　　　　１３，２６８千円（鳥取市負担分） 
　　平成２８年度　建物外壁劣化診断業務、収蔵準備室系統他空調設備改修 
　　　　　　　　　７，２３３千円（鳥取市負担分） 
　　平成２９年度　昇降機改修、高圧受電設備更新、便所改修、スロープ手摺養生改 
　　　　　　　　　修、空調設備改修等 
　　　　　　　　　１５，４３８千円（鳥取市負担分） 
【今後の課題・方向性】 
　開館後２０年が経過し、施設の老朽化が目立っていることから、鳥取県と連携した修繕 
等を行い、施設を適正に管理する。 
　※その他財源の繰入金は、ふるさと納税基金繰入金。

指標名 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度 平成32年度

指
標
達
成
率

1
指定管理者事業計画

110% 103%

3
　

2
　

３．事業の年度別計画・実績　【ＰＬＡＮ・ＤＯ】より
当該年度で予定した事業が3月末時点でどのよ
うな進捗状況となったか。

事業の成果
　

６．活動指標の達成率　【ＣＨＥＣＫ】より
「150％以上：大幅に上回る」、「101％～150％未
満：上回る」、「80％～100％未満：目標どおり」、
「50％～ 80％未満：下回る」、「50％未満：大幅に
下回る」　※最も達成度の低い指標で評価

年度計画の進捗度
　

今後の方向性

担当課長の評価コメント
（「今後の方向性」を判断した理由が
わかるよう、数値等を用いた具体的
な成果と、今後の改善プランを記載）

今後も同水準の事業を継続実施し、市民をはじめ、来館者に愛され、親しまれる施設となるよう更なる努力をするとともに、来館者の増加
を図る。

評価項目と評価の視点 評価内容 評価理由（評価の視点を踏まえて記入）


